














































が長く感じられること (Triplett1931. Cohen et al. 1954)、また、ピッチ変動がない母





























¥ 拍数 長母音の位置 語のアクセント型 刺激語 語数
3 
語頭 HLL， LHH まーま、まーん 4 
語末 HLL， LHL， LHH ままー 3 
語頭
HLLL， LHHL， LHHH まーまま、まーまん 6 
3長日包
HLLL. LHHH まーんま 2 
4 
語中 HLLL， LHLL， LHHH ままーま、ままーん 6 
語 HLLL. LHLL. LHHL. LHHH まままー 4 
語末
HLLL. LHHL. LHHH まんま一、まっかー 6 
語頭・語末 HLLL， LHHL， LHHH まーま一 3 
員十 34 
Lι HL，LH まま、まん 4 
短 3 
HLL， LHL， LHH ままま、ままん 6 
HLL， LHH まんま、まっか 4 






















合意表の精度はcoe節cientof reproducibility (ι~p' 再現性指数)に より、また、各
項目の順序が拡張可能であるか、つまり l次元性を保持しているかはcoe伍cientof 
scalabili ty (C $(".，1.拡張性指数)より検証され、CTf'Pが0.90以上、Csc.，1が0.60以上の場合、合













ほ主三(HLL.t (18) =2.54) J、「ま一主ニ(LHHL.t (18) =2.54) J、はま圭二(HLLL.t 
(18) =2.54) Jfまん圭二(LHHH.t (18) =4.98) J、「まん主ニ(HLLL.t (18) =3.38) J (下線
部が聴取対象長母音を含む音節)の5語には有意差が確認された(いずれもpく05)。そ
こで、呈示条件別に結果を以下に記す。














言十 97(100%) 135(100%) I 
短音語
l箇所 40(97.56%) 29(100%) 
2箇所 1(2.44%) 0(0%) 
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表4.1 ピッチ型別の合意表(語条件) 表4.2 ピッチ型別の含意表(文条件)














03 o I 19 。ー---. 
08 o I 05 。 。
10 o I 08 。 。
18 o 1 1 。 。
05 。o I 13 。 。
ー-. 
明
06 。 。 14 。 . 。』田ー
I 。。 。 。 06 。 。 。











語頭 語中 語末 その他
語条件 58.54 (24) 36.59 (15) 2.44 (1) 2.44 (1)・
文条件 55.17(16) 27.59(8) 17.24(5) 0(0) 
・語頭と語末2か所同時の誤答
3-2-2.ピッチ型別の短母音聴取傾向
問 i.-. _~ '-~-辺両」 UUZ1ml二三止と:=t






献巳ニー β出~←一j 結束己訟;日明仁二 (HL)ととーコ





























語条件(SO)41.17 (7.52) 38.46(5.55) 48.l6(4.66) 
文条件(SO)42.05(6.41) 34.26(5.44) 34.53(5.43) 
短音語中の短母音
語頭(12語) 語中(6語) 語末(9語)
2:8.23 (6.94)お.47(3.58) 24.83 (4.l9) 




語条件(SO)39.l8(6.02) 46.44(6.67) 43.89(7.20) 46.33(7.37) 
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